
国の安全を守る。
食の安全を守る。
くらしを守る。

これが、かごっま自民党です。

ま
も
っ
ど
！

具体的に
説明します！

かごしま自民党
政策集

自由民主党鹿児島県支部連合会
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食

水産業・林業

観光・まち・スポーツ・世界遺産

環境とエネルギー

経済

国土とインフラと安心

子育て支援

教育先進県を目指して

医療・福祉・介護

国の安全保障

変化の早い、現代社会。

みんなハッピー！かごしまけん

日
本
を
守
る
。

そ
の
た
め
に
、今
、立
ち
上
が
る
。

〈キッズ向け〉
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食 か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
6
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
り

鹿
児
島
の
農
畜
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、

国
内
外
で
の
販
路
拡
大
を
実
現
し
ま
す
。

※
1

凶
作
や
輸
入
の
途
絶
等
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
も
、

食
料
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、

食
料
安
全
保
障
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●農地基盤整備、農業施設機械整備、農
地集積事業に力を入れ、効率的な農業
環境の整備を行います。
●スマート農業（※2）の積極的導入により、
効率化を計り、従事者の負担軽減や高
収益化を実現します。

●地域活性化のために、福祉分野との連
携（農福連携）や異業種とのコラボを積
極的に取り入れ、農林水産業を核とした
まちづくりに取り組みます。

※1　農林漁業者（1次産業）が、農産物などの生
産物の元々持っている価値をさらに高め、それによ
り、農林漁業者の所得（収入）を向上していくこと。

※2　ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用し
て、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を
推進している新たな農業のこと。
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※
1

※
1

※
2

※1　主に小型船による沿岸漁業や養殖業におい
て、IoT技術（Internet of Things＝あらゆるモノをイ
ンターネットあるいはネットワークに接続する技術）に
よる漁場や養殖場のデータを取得し、活用すること
によって効率化や省力化を図ろうという新しいスタイ
ルの漁業のこと。 

※2　海水中でプランクトンが異常増殖することによ
り、海の色が変色する現象である。水が赤く染まるこ
とが多いため「赤潮」と呼ばれる。

※1　Cross Laminated Timber（JASでは直交集
成板）の略称で、ひき板（ラミナ）を並べた後、繊維
方向が直交するように積層接着した木質系材料。

※2　2X4（ツーバイフォー）工法は、木造建築の工
法で「木造枠組壁工法」のひとつ。 

水産業 ス
マ
ー
ト
漁
業
の
積
極
的
導
入
に
よ
る

効
率
化
に
よ
り

労
働
力
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

経
営
安
定
対
策
の
着
実
な
実
施
に

よ
り
、意
欲
あ
る
水
産
業
者
が

発
展
的
に
安
定
し
た
経
営
を
行
え
る

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

林業林
業
経
営
の
効
率
化
及
び
森
林
管
理
の

一体
化
に
よ
り
、

林
業
の
持
続
的
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

C
L
T
や
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な
ど

新
技
術
の
開
発
等
に
よ
り
、

木
材
輸
出
促
進
、就
業
機
会
創
出
、

所
得
向
上
と
共
に
、

「
稼
げ
る
林
業
」を
目
指
し
ま
す
。

●赤潮（※2）対策・人工種苗
生産体制の充実拡充を
推進し、養殖業を支援します。

●水産物の消費拡大、海外輸出を積極的
に後押しし、水産業者の所得向上を目
指します。



ASLAND VIEW
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※
1

※
2

●地理的特性を活かし、航空路、航路を充
実させ、アジアからの誘客に力を入れ観
光業の振興に取り組みます。

●豊富な自然環境、温泉、食文化など、鹿
児島の長所を活かしたメニューを開発
し、オンリーワンを楽しめる環境を整備し
ます。
●温暖な気候を活用したスポーツキャンプ
や合宿の誘致に力を入れ、鹿児島ファン
を増やす取り組みに力を入れます。
●県民全体でプロスポーツを盛り上げ、県
内・県外交流人口の増加をはかります。

※1　①1993年、白神山地とともに自然遺産として
日本ではじめて世界遺産登録リストに登録された
屋久島　②日本の世界自然遺産の５つ目として
2021年7月に登録された「奄美大島、徳之島、沖
縄島北部及び西表島」

※2　旧集成館機械工場（現在の尚古集成館本
館：鹿児島市）などを含む「明治日本の産業革命
遺産九州・山口と関連地域」は、「明治日本の産
業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業」として、
2015年7月に世界文化遺産に登録された。

複
数
の
世
界
自
然
遺
産
な
ら
び
に
、世
界
文
化
遺
産
を
も
つ

世
界
に
類
を
見
な
い
鹿
児
島
県
の
特
性
を
活
か
し
、

世
界
に
通
用
す
る
観
光
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

桜
島
を
眺
め
る
錦
江
湾
、離
島
、港
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
資
源
の
整
備
を
す
す
め
る
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、

豊
か
な
農
村
を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を
入
れ
ま
す
。

観光
まち

スポーツ
世界遺産

奄
美
の
原
生
林
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※
1

※
2

●地球温暖化を防ぐため、森林環境を守
ると共に自然形態に影響の少ない再生
可能エネルギーの導入に力を入れます。

●原子力発電の安全確保に全力をつくし
ます。

※1　木材や植物残さ等のバイオマス（再生可能
な生物資源）を原料として発電を行う技術のこと。

※2　企業や家庭から排出されるCO2などの温室
効果ガス（カーボン）を削減し、削減しきれない排
出量を森林の吸収分と相殺して、実質的に排出量
を0（ゼロ）にすること。

政権与党である自民党は、人数もさることながら、
老若男女それぞれの議員が様々な個性を活かした活動を
行っています。
したがって、日本の未来を様々な視点から俯瞰（ふかん）的に
見渡せるので、日本の持つ可能性を他の政党よりも
もっと引き出すことができるのです。
それぞれを批判せず多様性を認めるのが、我ら自民党なんです！

鹿
児
島
の
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た

洋
上
風
力
発
電
、地
熱
発
電
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

環
境
を
守
り
な
が
ら
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

ここで
いっぷく

自民党ってどんな政党なの？
他の政党とどこが違うのけ～？

一言で言えば、
多様性を受け入れる懐の深さが違います！

環境とエネルギー



商談中
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※
1

●新型コロナ感染症で影響を受けた企業
の支援を充実させます。
●5G（※2）時代に対応できる情報通信環
境の整備促進に取り組みます。

●働き方改革への積極的取組を支援しま
す。
●新たな生活スタイルに対応した新産業
創出にしっかりと支援します。
●企業の動きやニーズを的確に把握し、積
極的な企業誘致に取り組みます。
●ロケット発射基地が二カ所ある地の利
を活かし、宇宙関連産業の育成並びに
関連企業の誘致に努めます。
●鹿児島の地理的特性を活かしてワー
ケーション（※3）環境を整えます。

※1　デジタルトランスフォーメーション。進化したデ
ジタル技術を浸透させることで、人々の生活をより
良いものへと変革していくこと。

※2　5th Generation（第5世代移動通信システ
ム）」の略で、次世代の通信規格。今よりタイムラグ
がなくなり、さらに多くの通信ができ、身の回りの
いろいろなものがインターネットにつなげられるよう
になる。

※3　「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造
語。観光地やリゾート地でテレワークを活用し、働き
ながら休暇をとる過ごし方。

経済 生
産
効
率
の
向
上
、

Ｄ
Ｘ
の
積
極
的
導
入
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

若
者
を
含
め
た
人
材
の
県
外
流
出
を

抑
え
る
た
め
、

県
内
企
業
の
情
報
発
信
力
を
強
化
し
、

労
働
環
境
整
備
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
ま
す
。
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●南北600ｋｍ、さらに海洋に囲まれている
地理的特性を活かすためにも、港湾整
備に力を入れます。
●高規格道路（※2）、東九州自動車道、南
九州西回り自動車道、鹿児島東西幹線
道路、錦江湾横断道路、南薩横断道路
や幹線道路の整備促進に務めます。

※1　Infrastructure（インフラストラクチャー）。
日々の生活を支える基盤（下部構造）のこと。公共
施設、ガス・水道、道路・線路、電話・電気など、“そ
れがないと生活がなりたたないもの”を指す。

※2　自動車が高速で走れる構造で造られた自
動車専用道路のこと。

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、活
火
山
を
持
ち
、台
風
上
陸
地
点
で
あ
る
鹿
児
島
県
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
防
災
減
災
の
た
め
の
国
土
強
靱
化
に

力
を
入
れ
ま
す
。

警
察
機
能
と
各
種
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
老
若
男
女
、

ど
の
世
代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
社
会
を
作
り
ま
す
。

※1

建
設
中
の
臨
港
道
路

国土と

安心
インフラと
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●産みたい人が安心して生み育てることが
できる社会を、また生まれた子どもが笑
顔で希望をもって暮らせる社会の構築
に取り組みます。
●不妊治療の助成に力を入れます。
●子ども医療費、幼児教育費等子育て費
用の負担軽減を図ります。
●子育てしながら働きやすい環境を企業と
連携して実現します。
●子どもを貧困や虐待から守る仕組みを
構築します。

「
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
な
ら
鹿
児
島
県
！
」を

目
指
し
、結
婚
、妊
娠
、出
産
、育
児
と

切
れ
目
の
な
い
支
援
と
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

保
育
施
設
の
充
実
と
同
時
に

保
育
士
の
処
遇
改
善
、育
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
育
児
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

子育て支援



ICTとは？
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※1　障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会
参加への主体的な取り組みを支援するための指
導及び支援を意味する概念。

※2　日常生活で生じるさまざまな問題や要求に
対して、建設的かつ効果的に対処するために必要
な心理社会能力を育むこと。

※3　「Information and Communication 
Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術
を活用したコミュニケーションのこと。

※
1

●教育県鹿児島を復活させるために、教
職員の研修に力を入れます。

●キャリア教育、お金の教育、ライフスキル
教育（※2）等、未来を担う子どもたちに新
たな教育の機会を与えます。
●ＩＣＴ（※3）を活用した、特色のある教育環
境の整備に努めます。
●生まれた環境や地域に影響されずに、自
らが希望する教育を受けられる教育提
供体制の整備に努めます。

●教員の働き方改革を実現します。

現
行
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

個
性
を
伸
ば
せ
る
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

教育先進県を

地
域
偏
在
の
な
い
特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

目指して
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※1　要介護状態となっても、住み慣れた地域で
自分らしい生活を最後まで続けることができるよう
に地域内で助け合う体制のこと。

※
1

●市町村や県医師会、県看護協会、県薬
剤師会など関係機関と更なる連携を図
り、感染症対策の充実に取り組みます。
●市地域における効率的で質の高い医療
の確保が図れるよう、感染症など不測の
事態にも対応できる医療供給体制が構
築できる鹿児島県地域医療構想を実現
させます。

医療・福祉・介護 医
療
従
事
者
の
地
域
偏
在
を
解
決
し
、ま
た
地
域
医
療
の
基
盤
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、離
島・へ
き
地
を
含
め
た
全
県
下
へ
の

医
療
提
供
体
制
の
確
保・充
実
に
努
め
ま
す
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
後
ま
で
尊
厳
を
持
っ
て

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
出
来
る
よ
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
力
を
入
れ
ま
す
。
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※1　日本国とアメリカ合衆国の安全保障のため、
日本本土に米軍が駐留することなどを定めた軍事
同盟のこと。

※
1

国の安全保障
海
洋
進
出
を
強
め
る
中
国
の
動
き
を
念
頭
に
、

南
西
諸
島
の
防
衛
強
化
、ま
た
日
本
の
安
全
保
障
の
た
め
、

日
米
同
盟
の
更
な
る
連
携
強
化
が
必
要
で
す
。

南
西
諸
島
は
南
北
に
長
大
で
あ
り
な
が
ら
、自
衛
隊
の
施
設
は

限
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
自
衛
隊
の
活
動・訓
練
拠
点
の「
空
白
地
域
」。

緊
急
時
の
活
動
拠
点
、平
素
の
訓
練
拠
点
が
必
要
で
あ
り
、

馬
毛
島
に
お
け
る
自
衛
隊
施
設
の一日
も
早
い
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。
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自民党は、常に次の時代を見据え
鹿児島県の課題を
的確に捉えた政策を

実行していきます。
私たちは、これまでもこれからも

県民一人一人が
豊かさを実感できる社会、
安心して暮らせる社会の

実現に向けて、
常に謙虚に、そして積極的に
政策を進めて参ります。

ま
も
っ
ど
！



みんなハッピー！
みんなで　えがおいっぱいの
　　　　　　　へいわなまちを　つくっていこう！

Sta
rt!

かごしまのくろぶたが
せかいいちになった！

びょうきに まけない
つよいからだを てにいれた！

せかいじゅうが
へいわになった！

どこにいても、だれでも
すきなべんきょうが
できるようになった！

みんなHappy!

Goal!

もりが ゆたかになり、
うみが きれいになった！

みんなハッピー！
みんなで　えがおいっぱいの
　　　　　　　へいわなまちを　つくっていこう！

Sta
rt!

かごしまのくろぶたが
せいかいいちになった！

びょうきに まけない
つよいからだを てにいれた！

せかいじゅうが
へいわになった！

Goal!
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かごしまけん

みんながたのしくはたらけて、
くらしが ゆたかになった！

くうきを よごさない
はつでんを てにいれた！

めがかがやいている
こどもたちがふえた！

Happy!
　すごろく！

たいふうがきても
びくともしなくなった！

かごしまけん

せかいじゅうから
かんこうきゃくが
やってきた！

みんながたのしくはたらけて、
くらしが ゆたかになった！

くうきを よごさない
はつでんを てにいれた！

めがかがやいている
こどもたちがふえた！

Happy!
　すごろく！

たいふうがきても
びくともしなくなった！
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ま
も
っ
ど
！

令和４年7月発行

〒890-0066 鹿児島市真砂町52-2

自由民主党鹿児島県支部連合会

電話　099-206-5388
FAX　099-206-5391


